
業種 今回 変化
全業種 -4 2
製造業 -7 2
卸売業 -17 11
小売業 -15 5

サービス業 -11 4
建設業 6 5

不動産業 9 6
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別
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
の
推
移

令
和
八
年
分
の
年
末
調
整
は
、
例
年

に
な
い
大
き
な
改
正
へ
の
対
応
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
基
礎
控
除
の
本
則

が
五
十
八
万
円
か
ら
六
十
二
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
中
低
所
得
者
向
け

の
特
例
加
算
も
拡
大
さ
れ
ま
す
。
給

与
所
得
控
除
の
最
低
保
障
額
も
七
十

四
万
円
と
な
り
、
所
得
税
が
か
か
ら

な
い
給
与
収
入
の
目
安
は
百
七
十
八

万
円
ま
で
広
が
り
ま
す
。
扶
養
親
族

等
の
所
得
要
件
も
緩
和
さ
れ
、
給
与

収
入
で
百
三
十
六
万
円
ま
で
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
扶
養
か
ら

外
れ
て
い
た
家
族
が
、
今
回
あ
ら
た

め
て
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
従
業
員
へ
の
確
認
と
周
知
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
子
育
て
世

帯
向
け
の
生
命
保
険
料
控
除
の
特
例

が
新
設
さ
れ
た
ほ
か
、
基
礎
控
除
申

告
書
や
源
泉
徴
収
簿
の
様
式
も
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。
改
正
の
施
行
は
十

二
月
一
日
で
、
十
一
月
分
ま
で
の
源

泉
徴
収
事
務
に
変
更
は
な
く
、
十
二

月
の
年
末
調
整
で
ま
と
め
て
精
算
す

る
流
れ
で
す
。
給
与
計
算
ソ
フ
ト
を

お
使
い
の
場
合
は
、
年
末
調
整
に
対

応
し
た
更
新
が
済
ん
で
い
る
か
を
早

め
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ご

不
明
な
点
は
商
工
会
の
相
談
会
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

注目の補助金・助成金紹介

小規模事業者持続化補助金
補助率2/3

補助額50～250万円
申請期間11/5～12/15

キャリアアップ助成金
正社員化コース

1人あたり40万円（中小企業）
転換前に計画書の提出が必要

令和八年分の年末調整が変わります令和八年分の年末調整が変わります令和八年分の年末調整が変わります

令
和
８
年
度 

第
三
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二
〇
二
六
年
一
一
月
発
行

※製造業・建設業は19人以下を、卸売業・小売業・サービス業は4人以下
を小規模企業としています。出典：多摩信用金庫 多摩けいざいNo.118



日
経
Ｍ
Ｊ
は
十
月
、
「
令

和
ニ
ュ
ー
シ
ニ
ア
消
費
」

を
特
集
し
ま
し
た
。
目
を

引
く
の
は
、
シ
ニ
ア
の

「
推
し
活
」
市
場
が
二
千

八
百
億
円
を
超
え
、
そ
の

成
長
率
が
二
十
代
を
上
回

っ
て
い
る
と
い
う
数
字
で

す
。
七
十
歳
以
上
だ
け
が

買
え
る
宿
泊
施
設
の
定
期

券
が
毎
年
完
売
す
る
例
も

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
節
約
一
辺
倒
と
い
う
従

来
の
シ
ニ
ア
像
は
、
も
は

や
実
態
と
合
っ
て
い
ま
せ

ん
。
同
じ
時
期
の
特
集
で

は
、
家
電
量
販
店
が
「
店

に
行
く
理
由
」
を
ど
う
つ

く
る
か
に
苦
心
し
て
い
る

様
子
も
描
か
れ
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
で
買
え
る
時
代

に
、
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ぶ

理
由
は
何
か
。
近
く
に
あ

っ
て
顔
が
見
え
る
こ
と

が
、
そ
の
ま
ま
強
み
に
な

り
ま
す
。

流
行
を
追
わ
ず
定
番
を

磨
く
戦
略
が
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
作
業
着
素

材
の
ス
ー
ツ
が
累
計
五

十
万
着
を
超
え
た
の

は
、
毎
年
同
じ
も
の
が

買
え
る
安
心
感
が
支
持

さ
れ
た
か
ら
で
す
。
自

社
の
定
番
品
を
一
つ
決

め
、
軽
さ
や
握
り
や
す

さ
、
修
理
の
し
や
す
さ

を
少
し
ず
つ
改
良
し
ま

し
ょ
う
。
高
齢
の
使
い

手
を
想
定
し
た
改
良

は
、
結
果
と
し
て
誰
に

と
っ
て
も
使
い
や
す
い

製
品
に
な
り
ま
す
。

対
象
を
思
い
切
っ
て
絞

っ
た
企
画
が
効
き
ま

す
。
七
十
歳
以
上
限
定

の
定
期
券
が
完
売
す
る

の
は
、
「
自
分
の
た
め

の
商
品
だ
」
と
伝
わ
る

か
ら
で
す
。
平
日
の
昼

高
齢
の
施
主
か
ら
の
小

さ
な
工
事
が
、
こ
れ
か

ら
の
安
定
し
た
仕
事
に

な
り
ま
す
。
手
す
り
の

取
り
付
け
、
段
差
の
解

消
、
浴
室
や
ト
イ
レ
の

改
修
は
、
介
護
保
険
の

住
宅
改
修
費
の
対
象
と

な
り
、
原
則
一
人
二
十

万
円
ま
で
の
工
事
費
に

つ
い
て
、
自
己
負
担
が

一
割
か
ら
三
割
で
済
み

ま
す
。
利
用
に
は
事
前

の
申
請
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
理
由
書
が
必
要

で
す
の
で
、
市
の
窓
口

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
つ
な
が
り
を
持

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

数
万
円
の
工
事
で
も
丁

寧
に
対
応
す
れ
ば
、
数

年
後
の
外
壁
や
屋
根
の

相
談
に
つ
な
が
り
ま

す
。
日
頃
の
小
工
事
こ

そ
、
最
も
確
実
な
営
業

活
動
で
す
。

売
業

な
ど
空
い
て
い
る
時
間

帯
に
、
年
代
や
目
的
を

限
定
し
た
回
数
券
や
会

員
制
を
設
け
て
み
ま
し

ょ
う
。
シ
ニ
ア
は
時
間

に
余
裕
が
あ
り
、
満
足

す
れ
ば
友
人
を
連
れ
て

再
訪
し
ま
す
。
口
コ
ミ

が
最
も
効
く
客
層
で

す
。

年末の資金繰りは、11月のうちに点検を年末の資金繰りは、11月のうちに点検を年末の資金繰りは、11月のうちに点検を年末の資金繰りは、11月のうちに点検を

品
数
を
増
や
す
よ
り
、

絞
っ
て
編
集
す
る
発
想

が
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
シ
ニ
ア
の
購
買
デ

ー
タ
で
は
、
菓
子
や
酒

な
ど
の
嗜
好
品
が
伸
び

て
い
ま
す
。
安
さ
だ
け

で
棚
を
つ
く
ら
ず
、
少

し
贅
沢
な
一
品
を
目
立

つ
位
置
に
置
き
ま
し
ょ

う
。
値
札
や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の

文
字
を
大
き
く
す
る
、

椅
子
を
一
脚
置
く
と
い

っ
た
工
夫
も
、
来
店
の

理
由
に
な
り
ま
す
。
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　年末は、仕入れの増加、賞与、年内の支払いの集中が重なり、一年で最も資金が動
く時期です。売上が好調でも、入金より先に支払いが来れば資金は足りなくなりま
す。まずは12月から翌3月までの入金予定と支払予定を、月ごとに書き出してみてく
ださい。月末の残高がいくらになるかを数字で把握するだけで、打てる手は変わりま
す。資金が細りそうな月が見えたら、早めに動くことが肝心です。金融機関への相談
は、残高が減ってからでは条件が厳しくなります。余裕のあるうちに、試算表と資金
繰り表を持って相談に行くほど、話は通りやすくなります。年末年始は金融機関も商
工会も休みに入り、手続きには日数がかかります。12月に入ってからでは間に合わな
いこともありますので、11月のうちに点検を済ませておきましょう。
　制度融資や経営改善のご相談は、商工会でも承っています。

中小企業診断士 古山 文義
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